
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　繰入金　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

事業番号 09

課・室

02 21 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　■予算案　　　□点検

林務部

信州の木振興課担
当
課

里山利用総合支援事業
(森林づくり県民税活用事業)

部局

1-4　森林を活かす力強い林業・木材産業づくり

事　業　名

E-mail

○地域住民が自発的に行う里山の整備等が不足しており、継続的な森林資源の利用や維持に結びついていない。
○集落がまとまって山菜やキノコの栽培、獣害対策などの活動を行う際に、機械器具の装備や専門的な知識、技術が不足。
○地域の里山を持続的に活用する仕組みが見えないため、地域の里山に適した地域活性化が進まない。

機材のレンタル、専門家の派遣(10箇所）里山利用総合支援事業 補助

□法令等義務

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 長野県森林づくり県民税活用事業

プロジェクト  

H26Ｈ25 ～実施期間

県が関与
する理由

総合５か
年計画

目指す姿

現状

（単位：千円）　

3,0003,000

施策の総合的展開

ringyo@pref.nagano.lg.jp

成果目標・
事業内容

【左記の説明、根拠法令等】

項目 実施方法

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

H25

（要求）

H24

（当初）

□内部管理 ■県でなければ実施不可　

H25実施内容

○地域住民が自発的に森林資源の利用及び活用を行うモデル地区を設定し、継続的な森林づくりの推進。（10地区）

合計 0 3,0003,000

◆様々な主体の関わりによる森林の適正管理と多様な利活用
の推進

○地域が主体となり「里山の様々な森林資源を利活用する取組」を促進するため、地域住民が自発的に地域の里山利用を推進するモ
デル地域(H25年～26年の2年間で県下20箇所）を造成するとともに、造成のノウハウを構築する。
○本事業をモデルとして、県下全域に波及させ、里山利用による地域の活性化を促す。

（予算案）

成果 達成状況

成果目標の達成状況

Ｈ２５

目標

区　　分（単位：千円）

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

当初予算

前年度繰越

Aの
財源

0 0 0

H26
目標

3,000 3,000

0

25要求22年度

項目
3,000

3,000

23年度 25予算案24年度

3,000

現況
（見込）

補正予算

合計（A)
0

3,000
10

0

里山活動実
施(箇所）

29,839

要求からの主な変更点

29,839

概　算
人件費

要求どおり

 概算事業費（B（A）+C）

26,839

3.25

26,839

3.25

mailto:ringyo@pref.nagano.lg.jp

